
キリスト伝 
      後期ユダヤ伝道Ⅲ― ② 

ルカの福音書 18:31～19:27  

マルコの福音書 10:46～52 

 

主題：―主イエスは失われた者を捜し、救って下さる―          2022/4/27（水曜日) 

目標：―神の前に失われ、呪いの中にる者を主イエスは祝福して下さる―  
 

         
 

 
  

主イエスはエリコの町で「人の子は、失われた者を捜して救うために来たのです」と、

有名なみことばを語られた。昔、偶像の町エリコに神の力により勝利したヨシュアは、こ

の町が再建されないように誓いを立てた(ヨシュア記 6:26)。しかし三百年程後、交通の要所の

地エリコの町を建てたベテル人ヒエルに、ヨシュアの言葉通り災いが起きた(Ⅰ列王 16:34)。

エリコの町は呪われ神の前に失われた町だったのである。主イエスは十字架に向かって行

かれる途中、どうしてもエリコの町を通らなければならなかった。ザアカイも目の悪い人

たちも、バルティマイも私たちも、主は解放し、祝福して下さるのである。 
 

戦争中育った、高齢の婦人の話である。｢爆弾が落ちてくる音が耳に残って、死に対する

恐怖を持ちながら成長した私は、いつもビクビクして何をしても上手くいきませんでし

た。自分は呪われていると諦めていましたが、ある日姉の家に行く途中、キリスト教会の

前でチラシを貰い、誘われたので十字架のイエス･キリストの話を聞きました。不思議に

『信じてみようかな？信じてみたいな！』と思えてきて、勧めに従って｢信じます｣と言っ

て祈ってみました。なんだか急に黒雲がスーと消えたような気がして…心が嬉しくなり、

死の恐れも､上手くいかない悩みも全部吹き飛んでしまったのです｡」彼女はイエス･キリス

トを信じキリストによって祝福され、今も主のために用いられている。ハレルヤ！ 
 

[聖書の学び]     

Ⅰ、十字架の予告（４回目） (ルカ 18:31～34) 
 

１、主イエスはハッキリとした、この後の予告をされました。 

その内容を確認しましょう。 
 

 ①場所：エルサレム 

 ②目的：聖書の預言を実現するため 

 ③内容：異邦人により苦難を受け、鞭で打ってから殺される。 

 ④結果：死ぬが、三日目に復活する。 

 
２、弟子たちはこれを聞いて、どうでしたか？ (ルカ 18:34) 

 

３、なぜ、彼らには隠されて理解できなかったと思いますか？ 

｢エリコの町での救い｣ 

 
   



 
Ⅱ、目が開かれたエリコの人々 (ルカ 18:35～43、マルコ 10:46～52) 

１、エリコの町の、目の見えない人々の様子を見ましょう。 

               （町に入るには、通行税を払わないといけない）  
①エリコの町に入る門の外（往来の多い場所）(ルカ 18:35)                   

  

 
②エリコの町から出る門の外（往来の多い場所）(マルコ 10:46) 

    名前はバルティマイ 

 

２、主イエスが「何をしてほしいのですか？｣と尋ねられたとき、 

彼は何と言いましたか？  (ルカ 18:41) 

①本当の願い、してほしいことは？     (ルカ 18:41、マルコ 10:51) 

②その後、彼はどうしましたか？… 心の目も開かれ、主イエスについて行った。 

 

３、エリコの町の人々はどうしましたか？ (ルカ 18:43) 

   

Ⅲ、解放された ザアカイ(ルカ 19:1～10） 
 
１、主イエスに自分の家に来て頂いたザアカイ 

①主イエスに来て頂いた恵みと主の愛を受け取った。 

 
 

②ルカ 19 章 6 節と８節の間に、何があったのでしょうか？ 

ザアカイの心の変化に注目したい。 

・お金が全て――――→ 

 

２、主イエスが来られた目的は何でしょうか？ (ルカ 19:10） 

 

 

３、ルカやマルコが聖書を書いた紀元 60 年代、バルティマイや 

  ザアカイはクリスチャンとして主を信じ、証ししていた。 

 

* ディスカッション （心を開いて互いに話し合ってみましょう） 

Q．今日の学びについて、思うこと、教えられたことを、分かち合いましょう。 

誰よりも多くのお金を 

貰おうとしていた 
 

エリコの町は、ローマの支配
により、その権力で税を取り
立て、不正を行う者が大金持
ちになってしまうような町。 


